
 

 

 

 

 

 

 
 

 「失敗は主体性のもと」  
 

   研究部長 石崎 貴大  
 

みなさんは、自分の子どもに将来どんな人になってほしいですか？「自分で考えて行動する人」になって

ほしいと思われた方、お時間いただき、もう少し読み進めていただけたら幸いです。私が、子どもが自分で考

えて行動できるようになる（以下：主体性を育む）ために大切だと思うことを二つお伝えします。 

 

一つ目は失敗の大切さです。先日、朝食時に、５年生の長女が味噌汁をこぼしてしまいました。さて、みな

さんだったらどんな反応をしますか？昔の私だったら、「何をやってるの！５年生にもなって！」など怒り、文句

を言いながらさっさと自分で片付けていたことでしょう。今回は、一瞬、ムッとした顔をしてしまいましたが、

「大丈夫？服濡れなかった？」と聞き、長女は「大丈夫。」と言って、自分で片付けていました。よく自己肯定

感を高めるためには成功体験が大切だという話をしますが、私は、主体性を育むためには失敗した時の周

りの反応がとても大切だと思います。過剰に反応せず、できれば笑顔で、どうしたらいいかを教えてあげる。

そうすることで次第に「失敗しても大丈夫なんだ」と思えるようになり、失敗を自分で乗り越えて前に進んで

行ける人になるのではないでしょうか。また、そのためには、子どもがやりたいと言ったことに挑戦させてあげ

ることも必要です。子どもって小さいうちは失敗を怖がりませんよね。４歳の末っ子も卵を割るのを手伝いた

いお年頃になり、グシャッとなることもありますが、やらせてあげるようにしています。 

 

二つ目は見通しをもたせることの大切さです。一時期、我が家ではお風呂の時間が 

まちまちになってしまっていました。８時という目安はあったのですが、親の都合で、 

ある時は７時半頃に、またある時は８時半頃に「入って！」と言うことがありました。 

子どもたちは”８時からお風呂という見通し”をもってそれまでの時間の過ごし方を 

考えているのに、それが日によってできたりできなかったりすれば、自分で考えるのを 

やめてしまいます。これでは主体性は育まれませんよね。これはあくまで一例ですが、 

決めることは決めて枠を作り、その枠はしっかり守ることが大切だと思います。そうする 

ことで逆に自由度が高まり、「じゃあ何をしようかな」と考え出すようになる。そこで失敗することもできます。 

 

以上、私が子育ての中から学んだことをお伝えしましたが、考えてみると、学校の教育活動の中でも似た

ことを行っています。子どもの考えや行動を否定せず、まずは受容すること。４５分間の授業や単元の見通し

をもたせたり、大人が約束や時間を守ったりすること。本校では、子どもが主体性をもった学習活動を行うこ

とを目指し、日々の授業実践を行っていますが、改めてこういった基本的な関わりが大切だと思いました。ご

家庭でもお子さんとの関わりを見直す良い機会となれば幸いです。 
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１０月のめあて 友達のよいところを見つけよう 

 
 
１日（水）全校朝会 あいさつ週間～７日 

２年お店探検 ＡＬＴ㉜ 
２日（木）３年新幹線現場見学会（午前中） 

ＰＴＡ第２回運営委員会 
３日（金）３年西山製麺見学 

６年非行防止教室      
６日（月）通知表・キャリア･パスポートファイル返却締切 

避難訓練④  
７日（火）１年秋探し（２～３校時） 

クラブ⑤ 巡回相談員来校    
８日（水）スクールカウンセラー来校（10:00～13:00） 
９日（木）なかよし遊び④ ＡＬＴ㉝ 

１０日（金）ＡＬＴ㉞ 
１３日（月）（祝）スポーツの日 
１４日（火）５６年６時間 
１５日（水）学習発表会保護者席くじ引き（児童） 
      ＡＬＴ㉟ 
１６日（木）個人懇談希望調査配付 ＰＴＡ６校交流会 
１７日（金）学習発表会登下校時刻お知らせ 

くじ結果お知らせ 
スクールカウンセラー来校（13:00～17:00） 

２１日（火）札教研秋の研究集会 13:05 下校 
（短縮４時間給食あり） 会場設営 5 年 

２２日（水）学習発表会児童公開日（１３４年） 
２３日（木）学習発表会児童公開日（２５６年） 
２４日（金）個人懇談希望回収 会場設営６年 

  ＡＬＴ㊱ 
２５日（土）学習発表会 
２７日（月）振替休業日 
２８日（火）５６年６時間 
２９日（水）ＡＬＴ㊲  

開放図書館地区別会議（いずみの部屋・午前） 
３０日（水）５年非行防止教室 ALT㊳  
３１日（金）６年福井野中合唱発表会見学（５校時） 

つくし校外学習（北大博物館） 
スクールカウンセラー来校（10:15～17:00） 

 

 

１０月２５日（土） ９：００～ 
 
  ８：４０ １年生保護者体育館入場開始 
       （この時間までは入場できません） 
  ９：００ はじめの言葉（１年） 
       １年生の発表 
  ９：２５ 学校長挨拶 
  ９：３５ ３年生の発表 
 １０：０５ ４年生の発表 
 １０：３５ ２年生の発表 
 １１：０５ ５年生の発表 
 １１：３５ ６年生の発表 
       おわりの言葉（６年） 
 １２：００ 発表終了 
 １２：３５ 後片付け終了、6 年生下校 
 

※上の時程は現在のところの予定です。 
 
・会場の広さに制限があるため、保護者は１家庭２名とし、席は事前に

児童によるくじ引きで決めさせていただきます。 

※小さなお子様をお連れいただくことは可能です。 
 

・今年度は、前方に一部ござ席を設けることといたしました。事前

にござ席か椅子席か希望を取り、くじの番号順に割り振りしてい

きます。ただし、ござ席は 40 家庭分、椅子席は 48 家庭分となり

ますので、くじ番号が後半の方はご希望に添えない場合がござい

ますことをご了承ください。くじ引きは 15 日(水)に児童が行い、

欠席の場合は担任が引かせていただきます。 
 
・目線より高く構えてのビデオ撮影は後ろの方の迷惑になりますの

でご遠慮ください。 
 
・座席指定のため、上演中の学年以外の保護者の皆様は会場内に入

れません。上演中の体育館への出入りは可能ですが、他の方の観

覧の迷惑にならないよう、私語・物音にはご注意ください。また、

暖気が逃げないようカーテンの開閉にもご配慮ください。 
 
・学年が入れ替わる時間帯は児童の入退場を優先させていただきま

すのでご了承ください。 
 
・学年の発表終了後は学級指導を行い下校となります。お子様をお

待ちになる場合は、玄関の外でお待ちください。 
 
・観覧のために、児童が保護者の方と体育館に入ることはできませ

ん。お子様の留守番等が難しい場合はミニ児童会館（688-5863）

にご相談ください。 
 
・当日、子どもたちは学年ごとの時差登下校になります。詳しくは、

17 日配付予定のお便りや学年便りなどをご覧ください。 
 
・１階理科室を授乳コーナー、図書室を控室として用意します。 
 
・上履きをご準備ください。また、外靴は袋に入れお手元で管理し

てください。※靴置き場はありません。 
 

・校内・校地内は、禁煙です。 
 
・駐車場がありませんので自家用車での来校はご遠慮ください。ま

た、路上駐車もご遠慮ください。 

●前期終了！通知表を配付しました● 
 

 本日、子どもたちの生活・学習の様子をお知らせする通知
表｢福井野の子｣を配付しました。４月からの半年間、子ども
たちは、いろいろなことに挑戦しながら成長してきました。
通知表をご覧いただきながら、お子さんと一緒に前期を振り
返り、頑張りや成長を確かめ、後期に向けて努力していく課
題などを具体的に話し合ってみてください。通知表は、｢家庭
から｣の欄にご記入の上、１０月６日（月）までに担任へお戻
しください。 
また、キャリア・パスポートも持ち帰っていますのでご覧

いただき、通知表とともにお戻しください。 

●帰宅時刻が変わります● 
９月も終わりを迎え、あの暑かった日々が懐かしく感

じるほど、朝晩涼しくなってまいりました。それに伴い
日没時刻も早くなり、１７時には暗くなる日も増えてい
ます。 

福井野小学校では、１０月～３月まで帰宅時刻が
１６時３０分に変わります。 

ご家庭でもお子さんとご確認ください。 

 変更点 

●お願い● 

今年度、保護者の方から「下校先を変更したいので子

どもに伝えてもらえますか？」といった内容のお電話を

何度かいただくことがありました。例えば、「朝、ミニ

児に行くように言ったのですが、自宅にまっすぐ帰るよ

うに伝えてください。」というような場合、学校では、

すぐに「はい、分かりました。」とは言えません。なぜ

かというと、電話では、本当に保護者からの連絡なのか

が分からないからです。また、間違って伝わったり、伝

え忘れが起きたり、学習によっては校外で活動し、教室

に戻らずに下校したり…と確実に伝えられるかが分か

らないからです。どうしてもの緊急の場合を除き、下校

先の変更はご遠慮いただきますよう、ご理解・ご協力を

お願いいたします。 


